
■大学生指導員の養成・確保に当たっての仕組みやフロー ■実証事業の検証・評価方法

■事業の実施体制図（学内体制に留まらず、地域の組織・団体との連携体制も示すこと）

実施計画名 教養教育とスポーツDXを融合した地域スポーツ指導者育成モデル事業

事 業 概 要

地域スポーツにおける指導者不足の解消に向け、TUSくさび型教養教育を活用した大学生指導員育成モデルを構築する。
「健康・スポーツ科学」「チームビルディングとスポーツ」及び「教養研究（スポーツワークショップ）」と連動し、地
域スポーツ活動に参画する大学生指導員を育成する。さらに、スポーツDXを活用した指導ログアプリにより指導実践と成
長を可視化し、オープンバッジ及び人材バンクと連動した持続可能な地域スポーツ指導者育成システムの実証を行う。

「令和8年度 大学スポーツ総合支援事業」企画提案書（事業概要資料）

②大学生指導員の養成・確保に関する実証事業［ 指導者派遣型 型］
大 学 名 東京理科大学

■主な参加者・想定人数

区分 内容 人数

大学生指導員 教養教育科目受講学生 20名

大学教員 教養教育研究院 4名

大学教員 総合研究院スポーツサイエンス研究部門 3名

地域指導者 中学校・地域クラブ指導者 10名

中学生等 地域スポーツ活動参加者 100名程度

※

DXにより
「活動量」
ではなく

「成長過程」
を評価
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